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２ 成形板の除去方法 

(１)屋根材や壁材を撤去する際の湿潤化 

石綿含有成形板等を除去する際の湿潤化について、手バラシを行う時に、ビスやクギ部分

を少量の水で濡らすだけでは十分に粉じんの飛散を抑えることはできないことから、エアレ

ススプレイヤー等を使用し、特にビスやクギ部分に入念に水等を吹付けておくとともに、ビ

ス抜き・クギ抜き時にも再度吹き付けることで粉じん飛散防止を行う。 

一方で、屋根材表面を湿潤化しすぎると、足元が滑り転倒、墜落・落下する危険性がある

ことから、散水による足元の状況や作業靴の滑り具合を常に確認し、安全対策を十分に講じ

てから作業を行う。または、湿潤化の代わりに、石綿を吸引しながら釘引抜きを行う。その

際、吸引機器が釘が刺さる等により破壊されないこと、屋根材の破砕を抑制するために圧力

が集中しないような釘抜きを用いること、整備時に機器を開放する際に石綿の飛散を防止す

ることなど、石綿の発散防止措置を講じることが必要である。なお、屋根上作業は、手すり

の設置等の必要な墜落防止措置を講じる。 

 

  


